
 

あなたの会社は大丈夫ですか？ 情報セキュリティの対策 

 

1 中小企業経営者の意識（建設コンサルタントやＩＴベンダ関係者の感覚） 

 

 

 

 

 

2 なぜ、日本の経営者は情報セキュリティの感性が低いのか（背景・理由） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 情報セキュリティ対策のご相談 

 情報セキュリティ対策は、経営者の意識次第で方針が大きくかわる経営課題。 

まずは、下記から段階的に実施していってはいかがでしょうか！ 

3.1 情報セキュリティ診断 

3.2 情報セキュリティ対策ルール化 

3.3 情報セキュリティ運用の維持、浸透化 

 

 ITコンサルタント 山口寿義（ITコーディネータ） 

 連絡先：jyugihisa@gmail.com 

 

  
その根拠の「見える化」が 

情報セキュリティの第一歩 
大げさだ 

■日本の風土には「情報」という無形物に対する感性が低い 

例１：モノ作りスキル重視の傾向（有形物への技術は高い） 

例２：情報窃盗罪がない（裁判所、物的証拠） 

例３：品質は高いが生産性は高くない 

 

■ＩＴの凄さと恐ろしさを理解した経営者が少ない 

 

■わが社の情報に価値は無い（大いなる誤解） 

⇒一度セキュリティ事故起こした時、未対策がその原因だ 

 としたら、社内外の反応を考えてみてください。 

■情報セキュリティ事故は大手企業の事（根拠のない安心感） 

⇒情報ｾｷｭﾘﾃｨ事故の大半は公開されていないという真実の把握。 

 ｾｷｭﾘﾃｨ攻撃を認識していない会社が多いという事実。 

その根拠 

無 
「我が社は平気」 

情報ｾｷｭﾘﾃｨ： 
「あなたの会社が 

危ない」 
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